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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

区役所いつでも電話サービス

「 ♯ ��������������������������������������������������������������������������������������������������������」へ
シャープ

区は、２月２０日�から年中無休で午前７時～午後１１時まで、区役所のサービス内容や手続き、施設
の案内や催しの情報など、暮らしのちょっとしたお問い合わせにお答えする「区役所いつでも電話
サービス」を始めました。

――問い合わせは、区政相談課コールセンター開設準備担当へ。

　

乳
幼
児
が
、
自
転
車
の
補

助
い
す
に
同
乗
し
て
起
き
た

事
故
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で

二
・
四
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
事
故
は
、
走
行
中
の
み

で
な
く
、
停
車
中
の
目
を
離

し
た
す
き
な
ど
に
転
倒
す
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
頭
部
に
重
大
な
ケ

ガ
を
負
う
事
例
も
増
え
て
お

り
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

区
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
た
際
、
約
八
割
の
方

が
安
心
感
を
持
ち
、
約
六
割

の
方
が
転
倒
な
ど
に
気
を
付

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
は
、
転
倒
事
故
か
ら

我
が
子
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
て
、
お
子

さ
ん
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
あ
っ
せ
ん
販
売
期
間

　

３
月
１
日
�
〜　

日
�

３１

（　

度
度
も
二
回
実
施
予
定
）

１８◇
あ
っ
せ
ん
商
品

　

Ｓ
Ｇ
（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
＝
安
全
な

製
品
）
マ
ー
ク
付
き
幼
児

用
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

で
、
現
在
、
区
が
２
歳
児

に
配
布
し
て
い
る
も
の

と
同
じ
製
品
で
す
。

◇
あ
っ
せ
ん
価
格

　

メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格

の
半
額
程
度
で
す
。詳
細
は
、

交
通
対
策
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
販
売
店

　

区
内
の
「
サ
ミ
ッ
ト
ス
ト

ア
」
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

で
す
（
左
表
の
と
お
り
）。

◇
購
入
（
予
約
）
方
法

　

各
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ

ン
タ
ー
で
、
商
品
を
お
選
び

の
う
え
、
代
金
を
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
二
週
間
程
度
で

商
品
を
入
荷
し
ま
す
。
入
荷

し
だ
い
、
お
引
渡
し
と
な
り

ま
す
。

�久 我 山 店（久 我 山３‐２５‐１�３３３４‐６２０１）
�高井戸東店（高井戸東４‐１‐１３�３３３４‐３８０１）
�成 田 東 店（成 田 東１‐３５‐１２�５３７７‐７０５１）
�西 永 福 店（永　　福３‐５３‐１６�３３２４‐９８１１）
�妙法寺前店（堀 ノ 内３‐３‐２０�３３１６‐８２６１）
�善 福 寺 店（善 福 寺１‐３４‐２４�５３１１‐３３１１）
�和　泉　店（和　　泉４‐５０‐１１�３３１７‐４８５１）
�井荻駅前店（井　　草３‐４‐２３�５３０３‐３３１０）

　

自
転
車
の
転
倒
事
故
か
ら

　
　
　
　
　

我
が
子
を
守
ろ
う
�

　

問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策
課
交
通
対
策
係
へ
。

わからないとき、わからないとき、
知りたいときは知りたいときは

�
ご
自
身
の
住
民
税
額
や
国
民
健
康
保
険
料
の

こ
と
な
ど
で
個
人
情
報
に
か
か
わ
る
も
の

�
区
か
ら
届
い
た
通
知
書
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

�
区
へ
の
要
望
や
苦
情
に
か
か
わ
る
も
の

　

「
区
役
所
い
つ
で
も
電
話
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
い
た
だ
い
た
お
問
い
合
わ
せ
に
、
そ

の
場
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま

す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
即
答
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
開
庁
時
間
内
で
あ
れ
ば

区
役
所
の
担
当
者
へ
電
話
を
転
送
し
回

答
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
庁
時
間
外
の
場
合
は
、
翌
日

以
降
の
回
答
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ご
利
用
方
法

　

急
病
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
�
３
４
２
３
‐
９

９
０
９
と
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
�
５
３
１

１
‐
５
３
０
０
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
今
ま

で
の
電
話
番
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
、直
接
区
役
所
へ

プッシュホン回線、携帯電話をご利用の方は

　

幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
あ
っ
せ
ん
販
売
し
ま
す

�
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
・
携
帯
電
話
の
方

　

♯
８
８
０
０
へ
（
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線

の
場
合
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
か
ら
、
携
帯
電
話
な
ら
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
）

�
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
以
外
の
方

　

�
３
３
７
２
‐
８
８
０
０
へ

�
フ
ァ
ク
ス
を
ご
利
用
の
方

　

�
３
３
７
２
‐
８
８
１
０
へ

�
Ｅ
メ
ー
ル
を
ご
利
用
の
方

　

�c
a
ll@
8
8
0
0
.c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.t

o
k
y
o
.jp

へ

※
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
午
後　

時
〜

１１

午
前
７
時
ま
で
に
い
た
だ
い
た
お
問
い

合
わ
せ
の
回
答
は
、
午
前
７
時
以
降
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�♯8800
�3372‐8800
�3372‐8810
�call@8800.city.
suginami.tokyo.jp

　

区
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
案
内
、
催
し

な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
時
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
例
え
ば
…
…
…

�
土
曜
日
に
印
鑑
証
明
を
発
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
ど
こ
か
し
ら

�
郵
送
で
住
民
票
を
取
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の

�
不
燃
ご
み
の
収
集
日
は
い
つ
か
し
ら

�
図
書
館
の
休
館
日
は
い
つ
だ
ろ
う

�
子
ど
も
の
転
校
手
続
き
は
ど
う
す
る
の

�
児
童
手
当
を
申
請
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の

�
法
律
相
談
を
申
し
込
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の

年中無休年中無休
午前７時～
午前７時～
午後１１時午後１１時

ハチ　　　ハチ　　 ゼロ　　  ゼロ

区役所いつでも電話サービス区役所いつでも電話サービス
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【記号】�＝Ｅメールアドレス　 ＝ホームページアドレスHP 杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

     〈各会計当初予算規模〉  　　　　（単位　千円）
前年比
（％）

差引増減額１７年度１８年度

１０６．３８，０５２，０００１２８，５１５，０００１３６，５６７，０００一 般 会 計

１０２．０９１９，９６０４５，５５１，７６６４６，４７１，７２６国民健康保険事業会計

９９．５△２０４，１０１４１，４８７，４３０４１，２８３，３２９老人保健医療会計

１１０．５２，５２８，９６１２４，１４５，４７４２６，６７４，４３５介護保険事業会計

１０４．７１１，２９６，８２０２３９，６９９，６７０２５０，９９６，４９０合　　　　計

○一般会計と３つの特別会計の総予算額は、２５０９億９６４９万円となり、
前年度と比べ１１２億９６８２万円、４．７％の増となりました。

○一般会計は、１３６５億６７００万円で、前年度と比べて８０億５２００万円、
６．３％の増となりました。増となった要因は、児童手当の拡充や生
活保護費、心身障害者支援費などの扶助費の増、都市型災害対策や
少子化対策の充実に伴う増のほか、（仮称）桃井中央公園の用地取
得、杉並芸術会館建設、小学校校舎改築（２校）など新たな投資事
業などによります。

○国民健康保険事業会計では、１４年度の医療制度改正により老人保健
医療制度の対象年齢が段階的に引き上げられていることなどから、
保険給付費などが増となっており、会計規模は２．０％の増となって
います。

　老人保健医療会計では、１４年度の医療制度改正により老人保健医療
制度の対象年齢が段階的に引き上げられていることなどから、対象
者数の減少により０．５％の微減となっています。

　介護保険事業会計では、制度改正により介護予防重視型の施策（地
域支援事業等）を新設したことなどにより、会計規模が１０．５％増加
しました。

○
危
機
管
理
体
制
の
強
化

　
　
　

…
…
三
八
六
六
万
円

▽
総
合
的
な
訓
練
の
実
施

　

総
合
震
災
訓
練
、
都
市
型

災
害
訓
練
、
職
員
防
災
訓
練

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
大
規
模
事
故
・
事
件
等

に
か
か
わ
る
個
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
、
図
上
訓
練
等

を
実
施
し
ま
す
。

▽
防
災
セ
ン
タ
ー
の
改
修

　

防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
な
ど

を
総
合
的
に
見
直
し
、
Ｉ
Ｔ

社
会
に
対
応
し
た
防
災
対
策

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

○
震
災
対
策
の
強
化

　

…
…
二
億
五
七
六
一
万
円

▽
木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修

　

耐
震
診
断
支
援
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
精
密
診

断
に
基
づ
き
耐
震
補
強
・
改

修
工
事
を
実
施
す
る
場
合
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

○
水
防
対
策
の
強
化

　

…
…
三
億
五
〇
七
〇
万
円

▽
気
象
情
報
・
河
川
情
報
な

ど
の
提
供

　

区
の
気
象
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
雨
量
・
河
川
水

位
情
報
を
追
加
し
、
メ
ー
ル

１８年度は、基本計画・実施計画を着実に実行するため、「いきいき
元気に生涯現役」「地域ぐるみで教育立区」「安全・安心２４時間３６５
日」の３分野を中心に事業を推進します。また、特に、教育ビジ
ョン推進計画、子ども・子育て行動計画、都市型災害対策に要す
る経費を重点的に予算計上しました。
なお、予算は、現在開催されている区議会で審議される予定です。

――問い合わせは、財政課へ。
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○
二
四
時
間
三
六
五
日
の
区

役
所
サ
ー
ビ
ス

　

…
…
二
億
七
八
九
六
万
円

▽
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

区
役
所
へ
の
各
種
お
問
い

合
わ
せ
に
対
し
、
午
前
７
時

〜
午
後　

時
ま
で
年
中
無
休

１１

で
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
運
営
し
ま
す
。

▽
休
日
・
夜
間
の
区
役
所
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

　

駅
前
事
務
所
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
区
民
税
な

ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
収
納
や
粗
大
ご
み
の

日
曜
収
集
な
ど
休
日
や
夜
間

の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し

ま
す
。

○
救
急
医
療
体
制
の
充
実

　

…
…
一
億
一
二
〇
七
万
円

▽
小
児
救
急
診
療
の
充
実
強

化
　

休
日
と
平
日
準
夜
時
間
帯

の
小
児
救
急
体
制
を
充
実
強

化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
二
次
救
急
医

療
体
制
の
整
備
を
目
指
す
病

院
を
支
援
し
ま
す
。

▽
医
療
連
携
体
制
の
強
化

　
「（
仮
称
）
患
者
と
医
療
相

談
窓
口
」
の
設
置
に
向
け
た

検
討
を
行
い
ま
す
。

○
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

…
…
四
億
六
八
五
七
万
円

▽
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
　

（
仮
称
）
杉
並
区
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
母
子

家
庭
の
就
労
・
自
立
の
支
援
、

未
成
年
者
の
喫
煙
・
飲
酒
・

薬
物
乱
用
防
止
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
区
民
の
安
心
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま

す
。

▽
障
害
者
の
就
労
支
援

　

（
仮
称
）
す
ぎ
な
み
授
産

施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立

や
職
場
開
拓
専
門
員
、
定
着

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

活
用
、
ま
た
、
地
域
で
の
就

労
を
促
進
す
る
た
め
、
特
例

子
会
社
を
誘
致
し
ま
す
。

○
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

…
…
一
億
二
二
〇
七
万
円

▽
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
公
園

の
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、

路
上
禁
煙
地
区
の
巡
回
数
を

拡
大
し
、
引
き
続
き
区
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
防
災
公
園
な
ど
の
整
備

…
…
二
四
億
三
五
八
八
万
円

▽
（
仮
称
）
桃
井
中
央
公
園

整
備

　

旧
日
産
自
動
車
工
場
跡
地

に
、
防
災
機
能
を
備
え
た
公

園
の
整
備
を
行
い
ま
す
（　
２３

年
３
月
開
園
予
定
）。

▽
（
仮
称
）
天
沼
公
園
整
備

　

天
沼
三
丁
目
地
区
の
防
災

機
能
と
居
住
環
境
を
高
め
る

た
め
、「
旧 
池  
畔  
亭 
」
を
地
区

ち 
は
ん 
て
い

防
災
公
園
と
し
て
整
備
し
ま

す
（　

年
３
月
開
園
予
定
）。

１９

都
市
型
災
害
対
策
の
充
実

都
市
型
災
害
対
策
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　

…
…
六
億
九
六
〇
六
万
円

…
…
六
億
九
六
〇
六
万
円

配
信
も
行
い
ま
す
。

▽
水
防
基
地
の
設
置

　

水
防
物
資
を
備
蓄
す
る
と

と
も
に
、
水
害
時
の
連
絡
所

と
な
る
水
防
基
地
を
区
内
数

カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
状
況
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
や
浸
水
状
況
予

測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
水
害

報
知
器
モ
デ
ル
設
置
な
ど
集

中
豪
雨
に
備
え
、
水
防
対
策

を
強
化
し
ま
す
。

○
被
災
者
対
策
の
充
実

　
　
　
　

…
四
九
〇
九
万
円

　

（
仮
称
）
福
祉
救
援
所
の

設
置
や
被
災
者
台
帳
を
迅
速

に
作
成
す
る
被
災
者
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
地
域
の
た

す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登

録
者
数
の
拡
大
な
ど
、
災
害

時
の
要
援
護
者
対
策
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

� �����������������������������

����安全・安心２４時間３６５日…４１億１３６１万円安全・安心２４時間３６５日…４１億１３６１万円����

い

※億円未満を四捨五入して
いるため、構成比が合わ
ない場合があります。
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
計
画
の

拡
充

…
…
二
一
億
六
五
九
四
万
円

○
学
校
運
営
へ
の
参
画
に
よ

る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

　
　
　

…
…
八
一
二
一
万
円

▽
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

　

未
来
を 
拓 
く
人
を
育
て
る

ひ
ら

教
育
の
推
進
、
自
分
た
ち
で

自
分
の
ま
ち
を
つ
く
る
人
々

の
力
の
育
成
を
め
ざ
し
、
中

学
生
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

に
よ
る
国
際
理
解
教
育
な

ど
、
様
々
な
施
策
を
進
め
ま

す
。

▽
地
区
教
育
委
員
会

　

一
中
学
校
区
を
モ
デ
ル
地

区
に
設
定
し
、
学
校
を
核
と

し
て
地
域
の
教
育
課
題
に
自

ら
取
り
組
む
地
区
教
育
委
員

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

▽
地
域
と
の
協
働
の
推
進

　

区
立
学
校
の
教
員
や
地
域

に
住
む
教
育
専
門
家
な
ど
が

授
業
力
の
向
上
、
教
具
・
教

材
開
発
な
ど
に
つ
い
て
、
主

体
的
に
取
り
組
む
「
杉
並
教

育
会
」
の
創
設
に
向
け
、
検

討
を
進
め
ま
す
。

○
杉
並
ら
し
い
特
色
あ
る
教

育
の
推
進

　

…
…
二
億
九
〇
四
〇
万
円

▽
「
杉
並
師
範
館
」
の
開
設

　

一
期
生
二
七
名
を
対
象

に
、
土
日
を
中
心
と
し
た
講

義
、
演
習
、
特
別
教
育
実
習
、

合
宿
体
験
を
行
い
ま
す
。
一

年
間
の
修
塾
後
に
は
、
教
員

と
し
て
区
独
自
に
採
用
し
、

杉
並
の
目
指
す
教
育
を
実
現

し
ま
す
。

▽
魅
力
あ
る
学
校
教
育
の
推

進
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
補
助
教
員
、

小
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
就
学
前
教
育
、
情
報

教
育
の
推
進
、
学
力
・
体
力

調
査
、
幼
小
連
携
教
育
、
小

中
一
貫
教
育
、
中
学
校
セ
カ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
（
校
外
体
験

学
習
活
動
）
な
ど
杉
並
ら
し

い
特
色
あ
る
事
業
を
推
進
・

継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
学
校
経
営
診
断
を
行

い
、
学
校
経
営
を
改
善
し
ま

す
。

○
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保

…
…
一
七
億
九
四
三
三
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

校
舎
の
改
築
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
周
辺
の
保

育
園
・
幼
稚
園
や
通
学
路
を

含
め
、
よ
り
一
層
の
安
全
確

保
の
た
め
、
全
小
学
校
・
養

護
学
校
に
引
き
続
き
警
備
員

を
配
置
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
行
動
計
画

の
推
進

　

…
…
二
億
六
四
三
五
万
円

▽
（
仮
称
）
杉
並
子
育
て
応

援
券
の
導
入

　

だ
れ
で
も
気
軽
に
子
育
て

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
（
仮
称
）
杉
並
子
育
て
応

援
券
の
導
入
準
備
を
行
い
ま

す
。

▽
ひ
と
と
き
保
育
の
整
備

　

区
有
施
設
や
民
間
施
設
の

改
修
に
よ
り
、
ひ
と
と
き
保

育
施
設
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
運
営
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
に
運
営
費
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

▽
保
育
施
設
の
利
用
者
負
担

の
軽
減

　

認
証
保
育
所
や
グ
ル
ー
プ

保
育
室
入
所
者
に
保
育
料
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
地
域
子
育
て
推
進

　

子
育
て
サ
イ
ト
の
開
設
や

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
な
ど
地
域
で
の

子
育
て
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
貢
献
活
動
の
基
盤
整

備　
　

…
…
六
五
八
七
万
円

▽
す
ぎ
な
み
地
域
大
学
の
設

立
　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

が
、
地
域
活
動
の
実
践
者
あ

る
い
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
な
る
よ
う
「
地
域
貢

献
人
材
を
養
成
す
る
新
し
い

仕
組
み
」と
し
て
、す
ぎ
な
み

地
域
大
学
を
設
立
し
ま
す
。

▽
市
場
化
提
案
制
度

　

「
自
治
体
経
営
改
革
」
を

抜
本
的
に
推
進
す
る
た
め
、

区
の
全
事
務
事
業
を
公
表

し
、
民
間
事
業
者
な
ど
か
ら

の
提
案
を
受
け
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
事
業
の
執
行
方
法

を
点
検
し
再
構
築
す
る
「
市

場
化
提
案
制
度
」
を
創
設
し

ま
す
。

○
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
健

康
増
進

　

…
…
九
億
七
〇
一
八
万
円

▽
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
の

構
築

　

介
護
保
険
法
改
正
に
伴

い
、
介
護
予
防
事
業
や
包
括

支
援
事
業
な
ど
介
護
予
防
を

中
心
と
し
た
事
業
を
展
開

し
、
高
齢
者
の
地
域
で
の
自

立
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
虐
待
対
策

や
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
な

ど
高
齢
者
が
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
、
元
気
に
生
き
生
き

と
活
動
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

○
元
気
・
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り　

…
…
八
四
五
〇
万
円

▽
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

商
店
街
づ
く
り

　

新
・
千
客
万
来
・
ア
ク
テ

ィ
ブ
商
店
街
事
業
助
成
や
商

店
街
「
街
の
駅
」
モ
デ
ル
事

業
助
成
な
ど
地
域
活
力
の
担

い
手
で
あ
る
商
店
街
を
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
上
井
草
・
西
荻
窪

地
域
に
、
ア
ニ
メ
な
ど
を
活

用
し
た
サ
イ
ン
・
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
設
置
し
、
楽
し
く
歩

け
る
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

○
駅
周
辺
の
整
備

　

…
…
六
億
三
八
九
四
万
円

　

引
き
続
き
、
下
井
草
駅
周

辺
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
西
永
福
駅
の
南
北
自
由

通
路
と
駅
舎
の
橋
上
化
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
永
福
町
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究
や

高
円
寺
駅
前
広
場
整
備
の
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

高
井
戸
駅
周
辺
に
自
転
車

駐
車
場
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
荻
窪
駅
北
口
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
助
成
を
行
う
な

ど
駅
周
辺
の
環
境
整
備
を
図

り
、
区
民
の
安
全
で
快
適
な

生
活
空
間
を
創
造
し
ま
す
。

○
生
涯
学
習
環
境
の
整
備

…
…
一
三
億
四
九
七
五
万
円

▽
杉
並
公
会
堂

　

新
公
会
堂
の
開
館
を
記
念

し
て
、
各
種
の
記
念
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

▽
杉
並
芸
術
会
館

　

高
円
寺
会
館
を
改
築
し
て

演
劇
を
中
心
と
し
た
舞
台
芸

術
の
創
造
と
発
信
の
場
と
す

る
と
と
も
に
、
集
会
や
阿
波

踊
り
な
ど
に
も
活
用
で
き
る

施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す

（　

年
３
月
開
館
予
定
）。

２１
▽
文
化
芸
術
活
動
助
成
基
金

　

文
化
芸
術
の
創
造
活
動
や

育
成
活
動
を
行
う
区
民
や
団

体
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

（
仮
称
）
杉
並
区
文
化
協
会

に
文
化
芸
術
活
動
助
成
基
金

を
創
設
し
ま
す
。

○
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　

…
…
七
億
四
〇
三
万
円

　

中
央
図
書
館
の
窓
口
業
務

な
ど
に
民
間
活
力
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

を
行
い
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性

の
確
保
や
機
器
の
刷
新
に
よ

る
処
理
能
力
の
向
上
な
ど
、

区
民
の
利
便
性
を
高
め
ま

す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
西
荻
地
域

図
書
館
を
建
設
し
ま
す
（　
２０

年
３
月
開
館
予
定
）。

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががががががががががががががががががががががが育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

○区債残高の推移
　将来の財政負担を軽減するため、計画的に区債残高の削減
に努めています。

○主な基金残高の推移
　長期的には、大幅な税収の増加が期待できない中で、小中
学校の改築や施設の老朽化による改修需要に備え、また、
基本計画・実施計画を着実に実施するために、財政調整基
金や施設整備基金の残高確保に努めています。

０

５０

１００

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

財政調整基金

基幹的施設建設基金

減債基金 施設整備基金

義務教育施設整備基金

※平成１７年度は、最終補正予算案成立後の見込額。
※１２年度は基幹的施設建設基金と義務教育施設整備基金の２つを施設整備基金として再構築しました。
※１４年度から今後の公債費負担を軽減するために減債基金を設置しました。　 

５５ ８３
１１６

２０３

３１３ ３０４

３６６

１００８７８７

５８

１２０

４４
２０２０７３７３

１１７ １４８
１９５

１２３
１３６

１６７

１１ １７１６１５１４１３１２

（億円）

年度

７３７３

１２３

３１２

１５８

１９１９

１３１３

１８年度予算（
案）

の概要

����いきいき元気に生涯現役…４６億６４８万円いきいき元気に生涯現役…４６億６４８万円����

����地域ぐるみで教育立区…２４億３０２９万円地域ぐるみで教育立区…２４億３０２９万円����
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児
童
扶
養
手
当

◇
対
象
者

　
　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場

合
は　

歳
未
満
）
ま
で
で
、
次

２０

の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児

童
を
養
育
し
、
公
的
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
母
子
家
庭
の

方
で
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生
計

を
異
に
し
て
い
る

②
父
が
死
亡
し
て
い
る

③
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

④
父
が
生
死
不
明

⑤
父
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

◇
所
得
制
限
・
手
当
額

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１６

額
と　

年
中
に
児
童
の
父
か
ら

１６

申
請
者
お
よ
び
対
象
児
童
が
受

け
取
っ
た
養
育
費
の
八
割
相
当

額
を
合
算
し
、
表
２
で
該
当
す

る
控
除
額
を
差
し
引
い
た
後
の

金
額
が
、
表
１
の
Ａ
未
満
で
あ

れ
ば
月
額
四
万
一
八
八
〇
円
、

Ｂ
未
満
で
あ
れ
ば
そ
の
額
に
応

じ
て
月
額
四
万
一
八
七
〇
円
〜

九
八
八
〇
円
ま
で
の
一
〇
円
き

ざ
み
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
同
居
の
扶
養
義
務
者

等
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
が
二
人

目
の
場
合
は
五
〇
〇
〇
円
、
三

人
目
以
降
は
一
人
に
つ
き
三
〇

〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
（
手

当
額
は
、
４
月
以
降
に
改
定
予

定
）。

※
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら　
１６

年
４
月
１
日
で
五
年
以
上
経
過

し
て
い
る
と
受
給
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

年
７
月
以
前
に
、
児
童
が

１０
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
た
め
資
格

喪
失
等
処
分
を
受
け
た
方
、
認

知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
申
請
で

き
な
か
っ
た
方
は
、
特
例
支
給

で
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
育
成
手
当

◇
対
象
者

　
　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
ま
で
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
で
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る③
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
（
障
害
等
級
１
、
２
級

と
同
程
度
）

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
異
に
し

て
い
る

◇
所
得
制
限
・
手
当
額

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１６

額
か
ら
、
表
２
で
該
当
す
る
控

除
額
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額

が
、
表
１
の
限
度
額
未
満
で
あ

れ
ば
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
一

万
三
五
〇
〇
円
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成

◇
対
象
者

　
　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日

１８
（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場

合
は　

歳
未
満
）
ま
で
で
、
次

２０

の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児

〈表１　所得限度額（１月１日現在）〉
児童育成
手当

ひとり親家庭等
医療費助成児童扶養手当扶養

人数 申請者扶養義務
者等申請者扶養義務

者等
申請者

ＢＡ
３６０万４千円２３６万円１９２万円２３６万円１９２万円１９万円０人
３９８万４千円２７４万円２３０万円２７４万円２３０万円５７万円１人
４３６万４千円３１２万円２６８万円３１２万円２６８万円９５万円２人
４７４万４千円３５０万円３０６万円３５０万円３０６万円１３３万円３人

３８万円加算１人増す
ごとに
※所得金額＝給与所得者の場合は、源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」。
事業所得者の場合は、確定申告書の「所得金額」です。扶養人数＝税法上
の扶養人数です。扶養義務者等＝申請者と同居している親・兄弟姉妹・１８
歳の年度末を超えた子などです。

〈表２　所得からの控除額（１月１日現在）〉
児童育成
手当

児童扶養手当
ひとり親家庭等医療費助成

８万円一律控除
２７万円勤労学生控除
２７万円寡婦・寡夫控除（※）
３５万円特別寡婦控除（※）
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済
等掛金・配偶者特別控除

１０万円
申請者の場合１０万円

老人扶養控除（１人につき） 扶養義務者等の場合２人目
から６万円

２５万円申請者の場合のみ１５万円特定扶養控除（１人につき）
※寡婦・寡夫控除および特別寡婦控除は、児童扶養手当・ひとり親家庭等医
療費助成については、申請者が母または父の場合は控除できません。

童
を
養
育
し
、
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
で
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る③
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
異
に
し

て
い
る

◇
所
得
制
限

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１６

額
と　

年
中
に
児
童
の
父
ま
た

１６

は
母
か
ら
申
請
者
ま
た
は
対
象

児
童
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の

八
割
相
当
額
を
合
算
し
、
表
２

で
該
当
す
る
控
除
額
を
差
し
引

い
た
後
の
金
額
が
、
表
１
の
限

度
額
未
満
で
あ
れ
ば
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
同
居
の
扶
養
義
務
者

等
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

◇
助
成
の
範
囲

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
医
療

機
関
で
診
療
な
ど
を
受
け
た
時

に
、
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
者
ま
た
は
扶

養
義
務
者
等
の
い
ず
れ
か
が
住

民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

は
一
部
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
が
、
一
時
的
に
次
の
よ
う

な
事
情
で
日
常
生
活
に
著
し
く

支
障
が
生
じ
た
と
き
、
一
定
の

期
間
に
限
り
児
童
の
食
事
の
世

話
や
育
児
な
ど
を
手
伝
う
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

◇
対
象
家
庭

①
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
て
か

ら
二
年
以
内

②
小
学
校
三
年
生
以
下
の
児
童

が
い
る

③
親
ま
た
は
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
が
一
時
的
な
傷
病

④
親
族
等
の
冠
婚
葬
祭
に
親
が

出
席
す
る

⑤
日
常
の
家
事
や
育
児
を
行
っ

て
い
る
同
居
の
祖
父
母
等
が
一

時
的
な
傷
病

◇
派
遣
回
数
・
時
間

　

月
一
二
回
以
内
、
午
前
７
時

〜
午
後　

時
ま
で
の
間
で
、
二

１０

時
間
以
上
八
時
間
ま
で
一
時
間

単
位

◇
援
助
内
容

　

食
事
の
世
話
･
住
居
の
掃

除
・
洗
濯
・
育
児
な
ど

◇
費
用

　

所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
二
人
世

帯
の
場
合
で
所
得
が
三
六
〇
万

四
〇
〇
〇
円
以
下
の
方
は
、
費

用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
方

が
休
養
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
、
区
が
指
定
す
る
宿

泊
施
設
を
利
用
す
る
と
き
の
宿

泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
日
帰
り
施

設
（
遊
園
地
）
を
あ
ら
た
に
指

定
施
設
に
す
る
予
定
で
す
。

◇
対
象
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と　

歳
２０

未
満
の
児
童

◇
利
用
回
数
・
助
成
額

　

宿
泊
施
設
＝
年
度
内
二
泊
ま

で
で
（　

年
度
中
は
三
泊
）、
一

１７

人
一
泊
六
五
〇
〇
円
を
限
度
と

　

こ
の
期
間
中
は
、
杉
並
区

医
師
会
の
協
力
で
、
休
日
や

夜
間
に
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま

す
。
お
済
み
で
な
い
予
防
接

種
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
麻
し
ん
、
風
し
ん

が
未
接
種
の
方
は
３
月　

日
３１

ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
で
き
る
医
療
機
関

は
、
区
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ 

h
ttp
://w
w
w
.s
g

n
.to
k
y
o
.m
e
d
.o
r.jp
/

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

HP

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
接
種
の

際
は
、
必
ず
事
前
に
医
療
機

関
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
 

杉
並
区
医
師
会
�
３
３

９
２
‐
４
１
１
４
、
杉
並
保

健
所
保
健
予
防
課
�
３
３
９

１
‐
１
０
２
５
ま
た
は
保
健

セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
、
高
井
戸
�

３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、
高

円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

６
、
上
井
草
�
３
３
９
４
‐

１
２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
）

問

ご存じですかご存じですか

区
内
に
住
所
が
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り

ま
す
。
手
当
や
医
療
費
助
成
の
制
度
は
申
請
を
し
な
い
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
制
度
に

該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
休
養
ホ
ー
ム
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
、
宿
泊
料
金
が
六
五
〇
〇
円

を
超
え
な
い
場
合
は
、
そ
の
額

が
助
成
額
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
湯
税
・
冷
暖
房

料
・
特
別
料
理
な
ど
は
利
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

日
帰
り
施
設
（
遊
園
地
）
＝

助
成
内
容
の
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、「
広
報
す
ぎ
な
み
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

児
童
課
子
ど
も
医
療
・
手

当
係 問

◇
事
前
の
ご
相
談

　

こ
れ
か
ら
選
択
肢
と
し
て
離

婚
を
お
考
え
の
方
に
は
、
家
庭

相
談
員
が
養
育
費
や
親
権
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

◇
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
た
直

後
の
ご
相
談

　

お
子
さ
ん
と
住
む
た
め
の
母

子
生
活
支
援
施
設
の
こ
と
や
、

様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
に
、
母
子
自
立
支
援

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◇
ひ
と
り
親
家
庭
の
安
定
し
た

生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

ご
相
談

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、

よ
り
自
分
に
合
っ
た
仕
事
に
就

く
た
め
の
杉
並
区
母
子
家
庭
教

育
訓
練
給
付
金
制
度
な
ど
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
家
庭
の
お
子
さ

ん
が
、
高
校
・
専
門
学
校
・
大

学
な
ど
に
進
学
す
る
際
に
利
用

で
き
る
母
子
福
祉
資
金
貸
付
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
 

東
福
祉
事
務
所
�
５
３
０

６
‐
２
６
１
１
�
５
３
０
６
‐

２
６
２
０
／
西
福
祉
事
務
所
�

３
３
９
８
‐
９
１
０
４
�
３
３

９
８
‐
９
５
９
８
／
南
福
祉
事

務
所
�
３
３
３
２
‐
７
２
２
１

�
３
３
３
５
‐
５
６
４
１

問

３
月
１
日
�
〜
７
日
�
は

　

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す

福
祉
事
務
所
で
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

�
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
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ま
ち
づ
く
り
博
覧
会
・
街

づ
く
り
活
動
助
成
報
告
会

　
 

・ 

３
月
４
日
�
午
後
１

時
〜
５
時
＝
「
ま
ち
づ
く
り
交

流
サ
ロ
ン
」
〜
来
場
者
と
出
展

者
が
展
示
パ
ネ
ル
を 
観 
な
が
ら

み

交
流
、
午
後
５
時　

分
〜
７
時

３０

　

分
＝
「
村
上
處
直
の
防
災
夜

３０話
＆
交
流
会
」
〜
災
害
・
そ
の

超
常
識
の
世
界
▽
５
日
�
午
前

　

時　

分
〜
正
午
＝
ま
ち
博
ミ

１０

３０

ニ
「
子
ど
も
た
ち
と
ま
ち
づ
く

り
」（
中
瀬
中
学
校
〜
中
瀬
ビ
オ

ト
ー
プ 
倶  
楽  
部 
）、午
後
１
時
〜

く 

ら 

ぶ

２
時　

分
＝
「
街
づ
く
り
活
動

５５

助
成
報
告
会
」（
審
査
員
＝
井
上

赫
郎
・
村
上
美
奈
子
・
芦
�
哲

雄
）、午
後
３
時　

分
〜
４
時　

１５

４５

分
＝
「
ポ
ス
タ
ー
・
ツ
ア
ー
」

〜
参
加
団
体
の
展
示
パ
ネ
ル
を

説
明
付
で
巡
り
ま
す
、
午
後
５

時　

分
〜
７
時
＝
「
わ
い
わ
い

３０
パ
ー
テ
ィ
ー
」
〜
楽
し
い
ボ
デ

ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
交
流
会

／
両
日
と
も
街
づ
く
り
活
動
助

成
団
体
・
自
主
参
加
団
体
に
よ

る
パ
ネ
ル
展
示
（
区
共
催
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

無
料 

当
日
、
直
接

３２
会
場
へ 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ
―
き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊

　
 

３
月
４
日
�
午
前
９
時
〜

　

時
（
雨
天
実
施
） 

阿
佐
谷

１０地
区
＝
集
合
場
所
＝
区
役
所
青

時

内

場

費

申

問

時

場

梅
街
道
側
玄
関
前
、
清
掃
場
所

＝
中
杉
通
り
・
青
梅
街
道
沿
い

▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場
所
＝

高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前
（
高

円
寺
南
２
―　

―　

）、清
掃
場

２４

１８

所
＝
高
円
寺
南
四
丁
目
信
号
〜

青
梅
街
道 

無
料 

・ 

電
話

で
、
環
境
課
内
す
ぎ
な
み
環
境

カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局
へ 

�

軍
手
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
�
身
軽
な
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
�
当
日
荷
物

置
き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

弦
楽
合
奏
と
女
性
の
三
重
唱

　
 

３
月
８
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
（
１
時
開
場
）

３０

 

杉
の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
高
齢
者
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
内
） 

出
演
＝
北
の

 
杜 
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
マ
ザ
ー
ス

も
り▽

曲
目
＝ 
薔  
薇 
の
タ
ン
ゴ
と
日

ば 

ら

本
の
歌
ほ
か 

一
〇
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

杉
の
樹
大
学
Ｏ
Ｂ
連

合
会
・
中
島
�
３
３
３
１
‐
１

８
４
９

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

３
月
２
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

 

集
合
場
所
＝
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー（
上
井
草
３
―
８
―　

）
１９

 

行
程
＝
道
場
寺
↓
三
宝
寺
↓

氷
川
神
社
↓
三
宝
寺
池
↓
石
神

井
公
園
（
解
散
） 

五
�
以
上

費

申

問
他

時
場

内
定

費

申

問

時
場内

対

歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直

接
集
合
場
所
へ 

上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど

に
は
、
各
自
自
己
責
任
で
ご
参

加
く
だ
さ
い

小
千
谷
フ
ェ
ア

　
 

３
月
５
日
�
午
前　

時
〜

１１

午
後
２
時
（
雨
天
決
行
／
区
後

援
） 

小
千
谷
学
生
寮
広
場（
井

草
４
―　

―　

） 

魚
沼
産
コ

１６

２３

シ
ヒ
カ
リ
、
お
酒
、
新
鮮
野
菜

な
ど
特
産
物
の
販
売 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

�
小
千
谷
市
産

業
開
発
セ
ン
タ
ー
�
０
２
５
８

‐
８
３
‐
４
８
０
０ 

�
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
�

買
い
物
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

�
か
ん
き
ょ
う
講
座 

親
子
で
挑
戦
� 

お
も
し
ろ
化
学
教
室

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
・
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
荻
窪
５
―　

―　

） 

ル
ー

１５

１３

ペ
・
顕
微
鏡
・
測
定
器
で
花
や

池
の
水
、
大
気
な
ど
を
調
べ
ま

す 

都
立
杉
並
工
業
高
校
工
業

化
学
科
教
諭
・
小
口
昭
仁
ほ
か

 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

 

親
子
一
五
組 

一
〇
〇
円

費

申
問

他
時

場

内
申

問

他

時

場

内

師
対定

費

（
材
料
実
費
） 

・ 

電
話
で
、

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
�
３
３

９
８
‐
３
１
９
１
へ
（
先
着
順
）

水
辺
に
木
を
植
え
よ
う

　
 

３
月
４
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

元
東
京
農
業
大
学
教

３２
授
・
田
中
正
大 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

三
〇
名（
先

着
順
） 

二
〇
〇
円
（
資
料
代
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

み
ど

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
杉
並
・
桃

園
川
を 
愛 
で
る
会
・
島
尻
�
０

め

９
０
‐
１
２
５
４
‐
４
３
９
２

�
す
ぎ
な
み
大
人
塾
公
開
講
座 

学
校
は
株
式
会
社
が
変

え
る
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
高
校

　

今
、
話
題
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
設
立
し
た
日

野
さ
ん
に
、
そ
の
社
会
起
業
家

と
し
て
の
活
動
を
聞
き
ま
す
。

　
 

３
月
１
日
�
午
後
７
時
〜

申

問

時

場

師

対
定

費

申

問

時

９
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

㈱
ア
ッ
ト
マ

２２

３２

ー
ク
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
日
野
公

三 

二
〇
名
（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７

‐
６
６
２
１

幼
児
を
も
つ
親
の
た
め

の
絵
本
講
座

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２６

４
時 

中
央
図
書
館
（
荻
窪
３

―　

―　

） 

①
講
義「
幼
児
絵

４０

２３

本
の
選
び
方
、
読
み
聞
か
せ
の

方
法
」
②
実
践
（
親
子
で
体
験
）

 

絵
本
作
家
・
杉
山
佳
奈
代 

幼
児
の
保
護
者
（
子
ど
も
同
伴

可
） 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
中
央
図
書
館
児
童
サ
ー

ビ
ス
担
当
�
３
３
９
１
‐
５
７

５
４
へ（
先
着
順
） 

託
児
あ
り

�
児
童
虐
待
防
止
講
演
会 

子
ど
も
発
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

―
小
児
科
医
の
立
場
か
ら

　
 

３
月
３
日
�
午
後
２
時
〜

場

師

定

費

申

問

時
場

内

師

対

定

費

申

問

他

時

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

〈すぎなみ子ども・子育てメッセ〉
内　容　な　ど時　間

区長・実行委員長のあいさつ、幼稚
園の子どもたちの発表、一緒にリズ
ム体操など

午前１０時～
正午

講演会「安心して子育てできるまち
杉並をつくるために」（託児あり。１５
名程度。１時間５００円。ＮＰＯ法人プ
ランニング∞遊�０９０‐９８４７‐０６６７へ
要予約）
「子育てに生かす西洋占星術～自分
とじょうずに向き合おう」（講師＝作
家・まついなつき）
区が実施予定の「子育て応援券」につ
いて話しましょう
子育て支援団体、ＮＰＯのリレート
ーク

午後１時～
３時３０分

「すぎなみ子育てマップ」を作ろう！
ママ向けアロママッサージ
子育てサロン

午前１０時～
午後４時

産後のからだのケアとフィットネス
（講師＝吉岡マコ�対象＝産後６カ
月未満の方優先。６カ月未満の乳児
同伴可�定員＝２０名�申し込み＝電
話で、３月１日までに児童課へ）
ママのしゃべり場、子育てサークル
紹介タイム

午前１０時３０
分～正午

車いすダンス、フットサル大会、パネ
ルシアター、絵本の読み聞かせなど

午後２時～
３時３０分

各団体の展示と楽しい企画・ロケッ
トカーをつくろう・カプラで遊ぼう・
防災のコーナー・模擬店・子どもたち
の作品展など

午前１０時～
午後４時

４
時 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

子
ど
も

１９

の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
理
事

長
・
坂
井
聖
二 

区
内
在
住
の

方
ま
た
は
子
ど
も
に
か
か
わ
る

関
係
機
関
の
職
員 

一
〇
〇
名

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
子
育

て
推
進
係
�
３
３
９
３
‐
４
７

６
０

�
区
民
企
画
講
座
・
井
草
わ

い
が
や 

日
本
伝
統
工
芸
・
水
引
で

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

　

水
引
の
歴
史
と
「
結
」
の
精

神
を
学
び
な
が
ら
小
物
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

飯
田

２２

３２

市
ふ
る
さ
と
水
引
工
芸
館
館

長
・
東
宏
吉 

区
内
在
住
・
在

場

師

対
定

費

申

問
時

場

師

対

勤
・
在
学
で
小
学
生
以
上
の
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

二
五
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
（
記
入
例
参
照
）
で
、

３
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

�
３

２２

３２

３
１
７
‐
６
６
２
０
�s

h
a
k
y

o
-c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.

jp

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
７
‐
６
６
２
１

�
小
児
救
急
に
関
す
る
普
及

事
業 

新
米
パ
パ
マ
マ
へ
小
児
科

医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
に
多
い
病
気
と
そ

の
手
当
、
急
病
時
の
適
切
な
対

処
方
法
、
小
児
科
か
か
り
つ
け

医
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
 

３
月
２
日
�
午
後
２
時
〜 定

費

申

問

時

３
時　

分 

上
井
草
保
健
セ
ン

３０

タ
ー
（
上
井
草
３
―
８
―　

）
１９

 

中
里
医
院
医
師
・
中
里
恵
美

子 

０
歳
児
（
第
一
子
）
の
保

護
者 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ

（
先
着
順
） 

託
児
は
要
相
談

�
自
主
グ
ル
ー
プ
共
同
企
画 

男
性
の
た
め
の「
魚
の
下

ろ
し
方
」教
室
入
門
編

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１４

１０

午
後
１
時 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

料

２０

理
研
究
家
・
坂
井
幸
子 

区
内

在
住
・
在
勤
の
男
性 

二
四
名

 

五
〇
〇
円
程
度（
食
材
料
費
）

 

・ 

電
話
で
、
荻
窪
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１

５
へ
（
先
着
順
） 

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
布
き
ん
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い 場

師
対

定

費

申

問

他

時

場

師
対

定

費申

問

他

〈リサイクルひろば高井戸・３月の講習会〉
応募方法定員費用日　　　時講習会名

当日、直
接会場へ

１０名��３日�午前１０時３０分～正午
廃油（てんぷら油）
からの石けん作り
体験コーナー

各回
５名

１個
１００円

４日��午前１０時３０分～正
午�午後１時～３時３０分

アクリルたわし作
り体験コーナー

電話で、
先着順

各回
６名

５枚
１００円

５日��午後１時～２時�
２時３０分～３時３０分

牛乳パックからの
手すきハガキ作り
体験コーナー

各日
１０名６００円６日�・２０日�午後１時３０

分～３時３０分和服のリフォーム

各回
１０名無料１１日��午後１時～２時�

２時３０分～３時３０分包丁とぎを習おう

１０名部品代
は実費

１９日�午後１時～４時（受
付は３時まで）

おもちゃのクリニ
ック（１人１点ま
で）
※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３‐７‐４�３３３１
‐４３６０、水・木曜日休館）へ。　募集人数に満たない場合は中止する場合があり
ます。生ごみたい肥相談は、電話で随時受け付けています（回答には数日かか
る場合もあります）。

　

す
ぎ
な
み
子
ど
も
・
子
育
て
メ
ッ
セ

実
行
委
員
会
と
区
が
共
催
で
、
乳
幼
児

の
親
子
と
子
育
て
を
応
援
し
て
い
る
様

々
な
団
体
な
ど
が
集
い
、
知
り
合
い
、

つ
な
が
り
合
う
き
っ
か
け
と
な
る
メ
ッ

セ
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４

１２

１０

時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

左
表
の
と
お
り
▽
実
行
委

１５

１３
時場

内

員
会
参
加
団
体
＝
わ
・
ネ
ッ
ト
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
∞
遊
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
杉
並
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
日
本

子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
な
ど 

子
育

て
中
の
方
。
子
育
て
を
支
援
し
て
い
る

地
域
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
方 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

児
童
課
子
ど
も
青
少
年

係 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

対

費

申

問

他

すぎなみ
子ども・子育て
メッセ
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
家
族
介
護
教
室 

自
宅
で
で
き
る
認
知
症
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
 

・ 

・ 

３
月
４
日
�
午

後
１
時　

分
〜
３
時
＝
レ
ク
リ

３０

エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
視
点
か
ら
（
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

澤
静
子
）
▽　

日
�
午
後
３
時

１８

〜
４
時　

分
＝
言
語
療
法
士
の

３０

視
点
か
ら
（
言
語
療
法
士
・
山

口
勝
也
） 

永
福
ふ
れ
あ
い
の

家
（
永
福
２
―　

―　

） 

高

１４

２０

齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方
ま

た
は
関
心
の
あ
る
方 

三
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
永
福

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
２
７
‐

５
８
１
１
へ
（
先
着
順
）

�
認
知
症
予
防
介
護
教
室 

認
知
症
と
は
… 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
…

　

認
知
症
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
生
活
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
し
ま
す
。

　
 

３
月
４
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
＝
認
知
症
に
つ
い
て
の
お

話
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
見
学 

上
井
草
グ
ル
ッ
プ
ボ
エ
ン
デ

時

内

師
場

対

定

費

申

問

時

場

（
上
井
草
４
―
３
―　

） 

上

２２

井
草
グ
ル
ッ
プ
ボ
エ
ン
デ
医

師
・
入
倉
哲
郎
、
同
ホ
ー
ム
長
・

入
倉
逸
江 

区
内
在
住
の
方 

一
五
名 

無
料 

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス（
５
面
記
入
例
参
照
）

で
、
上
井
草
グ
ル
ッ
プ
ボ
エ
ン

デ
�
３
３
０
１
‐
３
６
０
１
�

３
３
０
１
‐
３
６
８
８
へ
（
先

着
順
）

学
び
と
気
づ
き
の
セ
ミ

ナ
ー
―
人
生
を
方
向
づ
け
る

出
会
い
と
気
づ
き

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

） 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

１９

究
所
・
久
野
信
夫 

四
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
５
面
記
入
例
参
照
）
で
、

杉
並
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
�
・

�
６
７
６
５
‐
２
３
３
３
へ

�
自
主
グ
ル
ー
プ
菜
の
花
会

共
同
企
画 

思
春
期
セ
ミ
ナ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０
師

対

定

費

申

時

場

師

定

費

申

問

時

正
午 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
） 

２０

杉
並
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ス
ペ

ー
ス
「
さ
く
ら
」
代
表
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
田
中
典
子 

区
内
在

住
・
在
勤
で
小
学
校
高
学
年
〜

中
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
の
保

護
者 

三
〇
名 

無
料 

・ 

２
月　

日
か
ら
電
話
で
、
高
井

２１

戸
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４

‐
４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

い
き
い
き
元
気
に
生
涯

現
役
―
さ
わ
や
か
健
康
教
室

　

杉
並
区
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
、
熟
年
者
向
け
の
健
康

講
座
や
体
操
を
実
施
し
ま
す
。

　
 

・ 

３
月　

日
�
午
前　

１５

１０

時
〜
正
午
＝
荻
窪
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

）

３４

２０

▽　

日
�
午
後
１
時
〜
３
時　

２３

３０

分
＝
下
高
井
戸
区
民
集
会
所

（
下
高
井
戸
３
―　

―
１
）
▽

２６

　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
＝
和

２６

１０

田
小
学
校（
和
田
２
―　

―　

）

３０

２１

 

区
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
６０

以
上
の
方 

一
〇
〇
名
程
度 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

高
齢
者
施
策
課
い
き
が
い
活
動

支
援
係 

運
動
の
で
き
る
服
装

場

師

対

定

費

申

問

時

場

対

定

費

申

問

他

で
室
内
用
運
動
靴
と
タ
オ
ル
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

�
高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館 

夕
焼
け
サ
ロ
ン

　

今
回
は
、
夕
焼
け
サ
ロ
ン
で

初
め
て
の
西
部
劇
で
す
。

　
 

３
月
１
日
�
午
後
６
時
〜

８
時
（
通
常
よ
り
三
〇
分
早
く

な
っ
て
い
ま
す
） 

い
き
が
い

応
援
館
（
高
井
戸
西
１
―　

―
１７

５
高
井
戸
西
敬
老
会
館
内
） 

名
画
を 
観 
る
⑦
「
シ
ェ
ー
ン
」

み

 

小
山
健
一
（
上
映
と
解
説
）

 

二
〇
名
（
先
着
順
） 

一
〇

〇
〇
円
（
茶
菓
付
き
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹

箒
の
会
・
川
井
�
・
�
３
８
１

３
‐
２
１
０
３
�k

a
w
a
ik
@

th
e
m
is
.o
c
n
.n
e
.jp

�
杉
並
区
消
費
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
企
画
講
座 

ぼ
け（
認
知
症
）を
防
ぐ

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
（
区
共
催
） 

あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
四
階
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

） 

浴
風
会
病
院
精
神
科

１３
診
療
部
長
・
須
貝
佑
一 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方 

七
〇
名 

時

場

内

師定

費
申

問

時

場

師

対

定

費

無
料 

・ 

電
話
で
、
消
費
者

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
８
‐
３
１

４
１
へ
（
先
着
順
）

�
西
荻
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

ヘ
ル
シ
ー
ス
ト
リ
ー
ト 

西
荻
ち
ょ
い
わ
る
お
や

じ
の
新
た
な
挑
戦 

―
ス
マ
ー
ト
＆
食
育

　

西
荻
地
域
の
男
性
た
ち
で
、

楽
し
み
な
が
ら
体
力
ア
ッ
プ
や

家
族
の
食
育
を
考
え
ま
す
。

　
 

３
月
４
日
�
・　

日
�
・

１１

　

日
�
午
後
６
時　

分
〜
８
時

１６

３０

　

分
、　

日
�
午
後
３
時
〜
６

３０

１８

時
（
計
四
回
） 

４
日
�
＝
桃

井
第
三
小
学
校
（
西
荻
北
２
―

　

―
７
）、　

日
�
＝
杉
並
保
健

１０

１１

所
（
荻
窪
５
―　

―
１
）、　

日

２０

１６

�
・　

日
�
＝
西
荻
地
域
区
民

１８

セ
ン
タ
ー（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

ラ
イ
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

若
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
突
然
死
や

痛
風
を
予
防
す
る
、
子
ど
も
が

 
真  
似 
す
る
体
力
ア
ッ
プ
の
コ

ま 

ね

ツ
、 
蕎  
麦 
う
ち
体
験
と
試
食 

そ 

ば

西
荻
周
辺
在
住
の　

〜　

歳
代

３０

５０

の
男
性 

三
〇
名 

五
〇
〇
円

程
度（
食
材
料
費
） 

・ 

電
話

で
、
杉
並
保
健
所
健
康
推
進
課

申

問

時

場

内

対

定

費
申

問

�
３
３
９
１
‐
１
０
１
５
へ（
先

着
順
）

地
域
で
の
生
き
が
い
づ
く

り
―
男
性
健
康
づ
く
り
教
室

　

定
年
退
職
な
ど
を
機
に
、
杉

並
の
ま
ち
で
の
日
々
の
暮
ら
し

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
々
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り

 

区
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
代

５０

半
ば
〜　

歳
半
ば
の
男
性
（
全

６０

回
参
加
で
き
る
方
を
優
先
） 

三
〇
名 

五
〇
〇
円
程
度
（
食

材
料
費
） 

・ 

電
話
で
、
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

１
‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

大
人
の
男
の
存
在
感
を
家

庭
や
ま
ち
で
発
揮
す
る
�

―
子
ど
も
た
ち
の
食
育
応
援

団
づ
く
り

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と
お
り

（
計
四
回
） 

杉
並
保
健
所
（
荻

窪
５
―　

―
１
） 
　

〜　

歳

２０

３０

５０

代
の
男
性 

三
〇
名 

五
〇
〇

円
程
度（
食
材
料
費
） 

・ 

電

話
で
、
杉
並
保
健
所
健
康
推
進

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
１
５
へ

（
先
着
順
）

時

場

内

対

定

費
申

問

時

内

師
場

対

定

費申

問

〈地域でのいきがいづくり〉
場　所内容（講師）日　時

高円寺保健セン
ター（高円寺南
３‐２４‐１５）

健康度アップをつづけて
イキイキ過ごす～メタボ
リック（内臓脂肪）シン
ドローム対策

３月３日�
午前９時３０分

～正午

高円寺保健セン
ター

熟年期のおしゃれを学
び、まちの課題解決をダ
ンディにこなす～着こな
し術・地域活動実例紹介・
地域人材育成計画など
（「テーラー中山」店主・中
山弘）

　　７日�
午前９時３０分

～正午

杉並保健所（荻
窪５‐２０‐１）

まちを知ろう！ウォーキ
ング、自然と地域活動を
訪ねる～阿佐ケ谷文士村
計画的な財産管理のため
の消費者知識

　　１６日�
午前９時３０分
～午後２時

阿佐谷地域区民
センター（阿佐
谷南１‐４７‐１７）

男のクッキング基礎編～
魚料理に挑戦、まとめ～
さあ、地域に出よう

　　２４日�
午前９時３０分

～正午

　

年
度
杉
並
区
食
品
衛
生
監

１８視
指
導
計
画
素
案
を
公
表

　

食
品
衛
生
法
の
規
定
に
基
づ

き
、素
案
を
公
表
し
、広
く
区
民

の
方
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

素
案
閲
覧
場
所
＝
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
区
政
資
料
室
（
区

役
所
西
棟
二
階
）、
区
民
事
務

所
・
分
室
、駅
前
事
務
所
、
図
書

館
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
保
健

所
、
保
健
セ
ン
タ
ー 

提
出
方

法
＝
手
紙
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に

住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、２
月　
２８

日（
必
着
）ま
で
に
杉
並
保
健
所

生
活
衛
生
課（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―
１
�
３
３
９
１

２０

‐
１
９
２
６
）へ
。
Ｅ
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細

は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い 

杉
並
保
健
所
生
活
衛

内

申

問

生
課
�
３
３
９
１
‐
１
９
９
１

�
杉
並
区
障
害
者
雇
用
支
援

事
業
団 

非
常
勤
職
員

�
障
害
者
雇
用
開
拓
専
門
員

　
 

障
害
者
雇
用
企
業
の
開
拓

や
雇
用
支
援
な
ど
▽
資
格
＝
社

会
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
障
害

者
の
雇
用
開
拓
・
雇
用
支
援
な

ど
の
経
験
が
あ
る
短
大
卒
以
上

で　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
▽
募

６０
集
人
数
＝
一
名

�
職
場
定
着
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
 

就
職
し
た
障
害
者
の
職
場

内内

訪
問
な
ど
の
障
害
者
・
企
業
双

方
の
支
援
▽
資
格
＝
障
害
者
福

祉
に
熱
意
が
あ
り
、授
産
指
導
、

雇
用
支
援
な
ど
の
経
験
が
あ
る

短
大
卒
以
上
で　

歳
く
ら
い
ま

５０

で
の
方
▽
募
集
人
数
＝
二
名

☆

　
 

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
〜

　

年
３
月　

日
（
五
回
ま
で
更

１９

３１

新
可
）
▽
勤
務
形
態
＝
月
〜
金

曜
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
（
月
一
六
日
勤
務
）

１５

▽
報
酬
＝
同
事
業
団
規
程
に
よ

り
決
定
▽
そ
の
他
＝
社
会
保
険

加
入
、
通
勤
手
当
・
有
給
休
暇

内

あ
り 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書

と
作
文
（
①
は
「
一
般
企
業
の

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
私
の
考

え
る
こ
と
」、
②
は
「
障
害
者
の

就
労
支
援
に
つ
い
て
私
の
考
え

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
八
〇
〇

字
程
度
）、八
〇
円
切
手
を
は
っ

た
返
信
用
封
筒
を
３
月
３
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
杉
並
区
障

害
者
雇
用
支
援
事
業
団（
〒　

‐
１６７

０
０
４
１
善
福
寺
１
―　

―
１１

　

）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同

１１事
業
団
�
５
３
８
２
‐
２
０
８

１ 

書
類
審
査
の
う
え
、
３
月

　

日
�
に
面
接
選
考
を
実
施
し

１７

申

問

他

ま
す

� 

え
の
き
会
沓
掛
ホ
ー
ム 

介
護
業
務
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利

用
者
の
食
事
介
助
▽
勤
務
時
間

＝
朝
食
＝
午
前
７
時　

分
〜　

３０

１１

時　

分
、
昼
食
＝
正
午
〜
午
後

３０
２
時
、
夕
食
＝
午
後
５
時
〜
８

時
、週
二
〜
三
回（
特
に
朝
食
介

助
を
募
集
）
▽
資
格
＝　

歳
ま

６０

で
の
健
康
で
元
気
な
方
▽
時
給

＝
九
〇
〇
円
〜
▽
募
集
人
数
＝

若
干
名
▽
採
用
期
間
＝
４
月
１

日
〜
９
月　

日 

・ 

電
話
連

３０

（ 福 ）内

申

問

絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
沓
掛
ホ

ー
ム（
〒　

‐
０
０
３
１
本
天
沼

１６７

３
―　

―　

�
３
３
９
５
‐
０

３４

２８

９
０
０
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

杉
並
区
奨
学
生

　
 

金
額
＝
公
立
＝
月
額
奨
学

金
一
万
七
〇
〇
〇
円
以
内
、
入

学
準
備
金
一
〇
万
円
以
内
▽
私

立
＝
月
額
奨
学
金
二
万
九
〇
〇

〇
円
以
内
、
入
学
準
備
金
三
〇

万
円
以
内
／
い
ず
れ
も
無
利
子

▽
返
還
方
法
＝
卒
業
の
一
年
後

〜
一
〇
年
以
内
に
返
還 

４
月

に
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

内

対

専
修
学
校
（
高
等
課
程
）
に
入

学
予
定
で
、
区
内
に
一
年
以
上

住
み
、
独
立
の
生
計
を
営
む
保

護
者
と
同
居
し
、
経
済
的
理
由

で
修
学
が
困
難
な
方（
た
だ
し
、

他
か
ら
奨
学
金
を
受
け
る
方
を

除
く
） 

学
務
課
就
学
奨
励
係

（
区
役
所
東
棟
六
階
）
ま
た
は

在
学
す
る
中
学
校
で
申
込
用
紙

を
配
布
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
３
月
３
日
ま
で

に
同
係
へ
持
参
（
区
立
中
学
の

在
校
生
は
、
学
校
を
経
由
し
て

申
し
込
み
で
き
ま
す
） 

学
務

課
就
学
奨
励
係

申

問

〈大人の男の存在感を家庭やまちで発揮する〉
内容（講師）日　時

ピザが作れるお父さんになろう！調
理実習と試食（区内人気イタリア料
理店シェフ）

３月４日�
午後３時～

５時
迫り来る働き盛りの突然死～成人男
性の５人に１人は痛風！その原因は
ウェストサイズに。見た目も中身も
若いと言わせる生活スタイルづくり
（女子栄養大学教授・武見ゆかり）

　　１１日�
午後６時３０分
～８時３０分

食育応援団づくりシンポジウム
妻たち母親たちからのおやじたちへ
のメッセージ（小中学生の母親）、食
品業者のチェックマンからのお父さ
んへの期待（食品安全研究センター・
佐藤史郎）、小学校副校長が語る、魅
力的なお父さんの条件（杉並第六小
学校副校長・小山浩）

　　２５日�
午後６時３０分
～８時３０分

男の冒険心で地域を変える。語って
みよう、男性の活動について（首都大
学東京教授・星旦二）

４月８日�
午後６時３０分
～８時３０分



�������●７ 平成１８（２００６）年�月��日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

生
涯
学
習
活
動
指
導
者

傷
害
保
険
加
入
者

　

区
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
い

て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
・

ま
ち
づ
く
り
な
ど
生
涯
学
習
活

動
を
し
て
い
る
団
体
の
責
任
者

ま
た
は
指
導
者
の
方
に
対
し

て
、
活
動
中
の
事
故
に
つ
い
て

補
償
し
、
保
険
料
は
区
が
負
担

し
ま
す
。

　
 

保
険
期
間
＝
４
月
１
日
〜

　

年
４
月
１
日 

区
内
で
生
涯

１９学
習
活
動
を
し
て
い
る
団
体
の

責
任
者
ま
た
は
指
導
者
で
無
報

酬
の
方 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ

課
管
理
係（
区
役
所
東
棟
六
階
）

に
あ
る
申
請
書
と
必
要
書
類

内

対

申

を
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１７

に
同
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
課 

申
請
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す

重
度
身
体
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
支
援
職
員

　
 

名
称
と
場
所
＝
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ゲ
ン
キ
本
天
沼
（
本
天 問

他
内

沼
１
―　

―
３
）
▽
運
営
＝
Ｎ

１４

Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ン
キ
ふ
じ
グ
ル
ー

プ
▽
募
集
職
種
な
ど
＝
介
護
職

員
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
の
資
格
を
お
持
ち
の
方（
一

〇
名
程
度
。
二
四
時
間
対
応
の

施
設
の
た
め
深
夜
で
き
る
方
）、

ホ
ー
ム
職
員
＝
調
理
・
清
掃
・

そ
の
他
業
務
で
資
格
不
問（
若

干
名
） 

・ 

電
話
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゲ
ン
キ
ふ
じ
グ
ル
ー
プ

�
３
３
３
７
‐
１
３
４
８
へ

 
�
高
齢
者
の
団
体
活
動
に 

敬
老
会
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

敬
老
会
館
で
は
、
４
月
〜
９

月
の
間
に
定
期
的
な
利
用
を
希

望
す
る
団
体
を
対
象
に
団
体
利

用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
 

利
用
で
き
る
団
体
＝　

歳
６０

以
上
の
区
内
在
住
の
方
が
八
割

以
上
で
構
成
さ
れ
る
五
名
以
上

の
団
体
（
五
名
未
満
で
も
空
枠

使
用
可
）
と
区
内
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
支
援
を
目
的
に
活
動

す
る
団
体
▽
使
用
料
＝
無
料
▽

申
請
期
間
＝
３
月　

日
�
ま
で

１１

申

問

内

▽
抽
選
日
＝
３
月
下
旬
（
敬
老

会
館
ご
と
に
異
な
り
ま
す
） 

・

 

申
請
書
を
高
齢
者
施
策
課
施

設
担
当
（
区
役
所
東
棟
一
階
）

ま
た
は
使
用
を
希
望
す
る
敬
老

会
館
へ
。
申
請
書
は
同
課
ま
た

は
敬
老
会
館
に
あ
り
ま
す
（
敬

老
会
館
の
場
所
は
「
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
」
一
五
八
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

 
都
民
体
育
大
会
予
選
会

◇
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
 

・ 

・ 

�
３
月　

日
�
＝

１２

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―　

―
１
）＝
三
〇

３４

ｍ
×
七
二
射
�
４
月
２
日
�
＝

中
央
区
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場（
中
央 申

問
時

場

内

区
日
本
橋
浜
町
２
―　

―
１
）

５９

＝
男
子
＝
五
〇
ｍ
・
三
〇
ｍ
各

三
六
射
、
女
子
＝
三
〇
ｍ
七
二

射
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
学
連
加
入
者
は
除
く
） 

三
〇

名 

�
＝
二
〇
〇
円
、�
＝
無

料 

・ 

電
話
で
、
３
月
５
日

ま
で
に
区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協

会
・
小
杉
�
３
３
９
０
‐
６
８

３
９（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
）
へ（
先
着
順
）

城
西
五
区
親
善
ス
キ
ー
大
会

　
 

３
月　

日
�
午
前
９
時　

２６

３０

分
〜
（
区
後
援
） 

菅
平
高
原

パ
イ
ン
ピ
ー
ク
オ
オ
マ
ツ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス 

種
目
＝
大

回
転 

小
学
生
以
上
で
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
と
区
ス

キ
ー
連
盟
会
員
の
方 

三
〇
〇

〇
円 

参
加
費
を
指
定
口
座 対

定

費申

問

時

場内

対

費

申

「
み
ず
ほ
銀
行
方
南
支
店
・
普

通
口
座
８
０
３
４
５
７
６
・
口

座
名
義
杉
並
区
ス
キ
ー
連
盟
北

島
英
夫
」
に
入
金
後
、
所
定
の

申
込
書（
区
立
体
育
施
設
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
に
あ
り
ま
す
）

に
振
込
明
細
書（
コ
ピ
ー
可
）を

添
付
し
て
、
２
月　

日
（
必
着
）

２７

ま
で
に
区
ス
キ
ー
連
盟
・
北
島

英
夫（
〒　

‐
０
０
１
２
和
田
１

１６６

―　

―
３
）へ
郵
送（
持
参
希
望

３５
は
要
連
絡
） 

同
連
盟
・
北
島
英

夫
�
３
３
８
１
‐
６
６
０
７

２
月　

日
１１

付
広
報
４

面
、「
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
施
設
運
営
協
議
会
委
員
」

は
「
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
運
営
協
働
協
議
会
委
員
」、

任
期
は
「
４
月
１
日
〜　

年
３

２０

月　

日
」
の
誤
り
で
し
た
。

３１

問

●　●　●　宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・コニファーいわ
びつ（群馬県吾妻郡吾妻
町大字原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜（す
ぎな）」（神奈川県
足柄下郡湯河原町
宮上２７９）

施設名
（住所）

０１２０‐４１２‐２２４
（午前１０時～午後５
時、年中無休）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜、祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス
区民・一般区民・一般一般区民一般区民料金区分

７３５０円
４月３０日まで＝
５２５０円

６７２０円～
３月１９日までの
金・土・日曜日
宿泊＝５７７５円

７９８０円
～

７９８０円～
冬期平日割引
３月１７日まで
＝７０００円

（入湯税込み）

８４００円７９８０円大　人平
日宿

泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども
７３５０円～

３月１９日までの
金・土・日曜日
宿泊＝５７７５円

９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休
前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

休館日
１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、区
民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用されま
す。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳な
ど区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください
（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学園
は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊の予約は、申込先
に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツーリスト区役所内営業
所では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細は
申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは学校優先使用のためご利用いただけ
ない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区
民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

なし

４月の利用申し込み
研修使用日以外は３月１０日から使用
日の前日まで、電話または窓口で受
け付けます。なお、３月１０日は電話の
みの受け付け（先着順）となります。
予約の取れた方には、使用承認書を
お送りしますので、忘れずに現地施
設にご持参ください。利用料金など
は現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※秋川荘予約・問い合わせ先＝
近畿日本ツーリスト区役所内
営業所（〒１６６‐８５７０阿佐谷南
１‐１５‐１）�３３１２‐６４３１（直通）
へ（午前８時３０分～午後５時。
土曜・日曜、祝日は除く）。

　

♪
思
い
込
ん
だ
ら
試
練
の
道
を　

行

く
が
男
の
ど
根
性
〜
…
…
。

　

こ
の
名
主
題
歌
を
知
ら
な
い
日
本
人

は
い
な
い
と
断
言
し
た
い
ほ
ど
、
あ
ま

り
に
も
有
名
な
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
巨
人

の
星
」。少
年
マ
ガ
ジ
ン
で
連
載
さ
れ
て

い
た
原
作
漫
画
の
人
気
も
さ
る
事
な
が

ら
、
ア
ニ
メ
は
ま
た
独
自
の
世
界
観
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

「
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
魂
」（
講
談
社
現
代
新

書
）

　

こ
れ
は
東
京
ム
ー
ビ
ー
で
た
く
さ
ん

の
作
品
の
シ
ナ
リ
オ
に 
関 
わ
っ
た
山
崎

か
か

敬
之
さ
ん
が
書
か
れ
た
本
で
、
制
作
の

裏
側
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
印
象
的
な
の
は
こ
の
「
巨
人
の
星
」

の
現
場
の
話
で
す
。

　

ひ
と
つ
大
笑
い
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

星
飛
雄
馬
が
消
え
る
魔
球
を
編
み
出

し
た
時
の
話
で
す
。

　

少
年
マ
ガ
ジ
ン
で
そ
の
魔
球
が
発
表

さ
れ
た
瞬
間
、
ア
ニ
メ
ス
タ
ッ
フ
は
ど

よ
め
き
ま
し
た
。

　

「
ど
う
し
て
飛
雄
馬
の
投
げ
た
ボ
ー

ル
が
消
え
る
の
か
�
」
こ
の 
謎 
を
解
か

な
ぞ

な
い
と
、ア
ニ
メ
は
描
け
な
い
の
で
す
。

長
浜
忠
夫
監
督
が「
こ
の
謎
を
考
え
る
、

ハ
イ
、
宿
題
！
」
と
叫
び
ま
す
。

　

し
か
し
考
え
つ
か
な
い
。

　

つ
い
に
ス
タ
ッ
フ
は
箱
根
の
温
泉
旅

館
で
合
宿
ま
で
開
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が

ス
タ
ッ
フ
は
す
っ
か
り
宴
会
気
分
。
ま

じ
め
な
長
浜
監
督
は
業
を
煮
や
し
「
僕

一
人
で
考
え
ま
す
！
」
と
別
室
に
こ
も

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
 
他 
の
人
た
ち
が
宴
会
を
続
け
て
い
る

ほ
か

中
、
や
が
て
長
浜
監
督
が
ず
ざ
ッ
と
姿

を
現
し
ま
す
。

　

「
監
督
わ
か
っ
た
ん
で
す
か
？　

ボ

ー
ル
が
消
え
る
理
由
は
�
」

　

息
を 
呑 
ん
で
監
督
の
言
葉
を
待
つ
ス

の

タ
ッ
フ
。

　

そ
し
て
長
浜
監
督
か
ら
出
た
言
葉
は

…
…
？

　

そ
れ
は
、
読
ん
で
も
ら
っ
て
の
お
楽

し
み
に
し
ま
し
ょ
う
。
は
は
は
、
ご
め

ん
な
さ
い
。
と
に
か
く
サ
イ
コ
ー
の
答

え
で
し
た
。

　

こ
の
本
の
巻
頭
に
は
次
の
よ
う
な
趣

旨
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
た
く
さ
ん
の
ア
ニ
メ
が
あ
ふ
れ

て
い
て
そ
れ
を
論
じ
た
本
も
た
く
さ
ん

出
て
い
る
。
そ
れ
を
読
む
と
「
な
る
ほ

ど
こ
ん
な
見
方
も
あ
る
の
か
」と
思
う
。

し
か
し
、
何
か
が
足
り
な
い
…
…
。
そ

れ
は
「
現
場
の
熱
気
」
な
の
だ
…
…
と
。

　

こ
れ
は
全
く
同
感
！

　

現
場
の
熱
気
が
足
り
な
い
作
品
は
、

や
は
り
見
る
側
も
熱
は
持
て
ま
せ
ん
。

　

ば
か
ば
か
し
く
、
み
っ
と
も
な
く
、

し
か
し
情
熱
の
す
べ
て
を
か
た
む
け
て

ア
ニ
メ
を
作
っ
て
き
た
先
輩
の 
真  
似 
を

ま 

ね

 
僕  
等 
は
こ
れ
か
ら
も
し
て
行
き
た
い
。

ぼ
く 

ら

　

そ
う
、
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

「
巨
人
の
星
」
も
ま
た
、
こ
の
杉
並
区

で
作
ら
れ
た
の
で
す
よ
〜
。

（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

題
字
・
イ
ラ
ス
ト�

佐
藤　

竜
雄

ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住

�

企
画
・
監
修
・
文

�
大
地　

丙
太
郎

ア
ニ
メ
監
督
／
阿
佐
谷
在
住

訂
正
と
お
わ
び
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〈表１　いただいたご意見の例〉
区の考え方主な意見

ご指摘の点も踏まえ、教師の養成、徳育の推進を図
っていきます。

教育立区に賛成。教師が特に智育・
徳育の点で劣る。従って、改めて教
師の育成を図る必要があり、特に我
が国の歴史・文化の素養、国語力、
徳育の強化が望まれる。

地区教育委員会は、地域運営学校、学校教育コーディ
ネーターなど地域の主体的な取り組みを軸に、地域
の教育課題に自ら取り組む地域を実現するため設置
を考えているもので、教育委員会との関係整理、委員
の選出方法など検討すべき課題はありますが、１９年
度のモデル実施（１地区）に向け、準備を進めます。

地区教育委員の構成、権限などはど
う考えているのか。現教育法制の中
では位置づかないのではないか。

杉並の教育の質の向上を図るため、区の特色や子ど
もの実態、学習活動により適した教科用図書（教材
ドリル）の作成は必要と考えています。教科用図書
については、現在、地域とのかかわりの深い小学校
の生活科などを考え、使用の前提として、文部科学
省の検定を受けることを想定しています。教材ドリ
ルについては、算数ドリルなどを想定しています。

あえて独自発行する必要が認められ
ないのに、なぜ余分な経費をかけて
わざわざ検定教科書以外の教科書を
（教材ドリルも）使おうとするのか。

食を通じて子どもの心身の健全育成を図るととも
に、健全な食生活を実践することができる人間を育
てるように、食育を推進していきます。

食育の充実を。食育は食べることの
意味や大切さだけでなく、持続可能
な社会における食のあり方を問い直
すための学習とすべき。

杉並師範館は、「教育は人なり」を信条とし、熱意あ
ふれる教師を地域で責任をもって養成していく教師
養成塾です。教育へのあくなき情熱と子どもへの深
い愛情をもち、子どもの可能性やよりよく生きよう
とする意欲を信じてこれを伸ばす「教師が最高の天
職」といえるような人材を育てることを目指します。
あくまでも教育基本法をはじめとする現行法制度の
もと進められるものですので、ご指摘のような趣旨
によるものではありません。

師範館という名前に反対。戦時中の
暗いイメージを感じる。教育そのも
のを戦前の戦争に向かわせる教育に
進めるような故意を感じる。

特色ある学校づくりは、「教育の機会均等」の原則の
もとで行われるもので、そのためには、児童・生徒・
保護者・地域の要望を把握し、教員の意見もきき校
長が適切な指導力を発揮し学校運営にあたることが
不可欠であると考えます。

義務教育では「教育の機会均等」こ
そが最大限尊重されるべきもの。学
校間で特色のある運営はある程度認
められるとしても、学校間格差が出
るような可能性がある校長の経営方
針に基づく学校運営には反対。

２３区の西部に位置する立地特性を生かし、エアコン
の設置に優先し、校庭の緑地化、屋上・壁面の緑化
や扇風機、冷水器の設置などにより、効果的に児童・
生徒の学習環境や健康に配慮した涼空間を作り出す
よう、積極的に取り組んでいきます。

小学校へのエアコンの設置はやめて
いただきたい。環境を考えるこの時
代には、小学校こそ自然エネルギー
を活用し、社会的な価値の規範を示
していただきたい。

◆３月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

９・２３日
午前９時～１０時３０分

７・１４日
午前９時～１０時３０分

７・１４日
午前９時～１０時３０分

９・３０日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１３日午前９時３０分～
１０時３０分

２２日
午前９時～１０時

２３日午前９時３０分～
１０時１５分

３日
午後１時１５分～３時

２日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

（２月２８日）、７・１４・２８日３・１０・１７・２４日１・８・１５・２２日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの８日は午後１時～、１５日は午後１時１５分～、２２日は午前９時３０分～、高

円寺保健センターの１０日は午後１時～、２４日は午前９時３０分～）
４日（事前申込制）１７日（事前申込制）１５日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）

１６日
午後１時３０分～３時

１６日
午前１０時３０分～正午

２４日
午後１時３０分～３時３０分

１６日
午前１０時３０分～正午

１日（電話予約制）
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

６日午後１時１５分～２時３０分
７・１３日午前９時～１０時３０分

８日午後１時１５分～２時３０分
９・２２日午前９時～１０時３０分

２・１６日午後１時１５分～２時３０分
１４・２８日午前９時～１０時３０分

３・１７日午後１時１５分～２時３０分
６・２０日午前９時～１０時３０分

１６・３０日午後１時１５分～２時３０分
１０・２４日午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１１日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１６日午後１時３０分～２日午後１時３０分～１７・３１日午後１時３０分～８・２９日午後１時３０分～１・７日午後１時３０分～ものわすれ相談（無料）
…電話予約

２日午後１時３０分～２８日午前９時３０分～３・２３日午後１時３０分～２・２３日午後１時３０分～１６・２３日午後１時３０分～精神保健相談（無料）…
電話予約 和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。
（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。
　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは前月の１日（土曜・日曜・祝日の場合は最初の平日）からです。（先着３０名）

〈表２　事業項目・事業量の修正点〉
１カ所追加→「学校安全対策の充実」に『通学路の安全確保』を追加事

業
項
目
変
更

５カ所修正→「健康教育の充実」の『ぜん息フォーラム』を『講演会』に修
正。「安全・防災教育の充実」の『初級救命講習』を『普通救命講習』に修正。
「幼小連携教育」の事業項目を『モデル事業』にまとめた。「第三者評価の実
施」を「第三者評価（診断）の実施」に修正。「子ども居場所づくりの運営」の
『子ども居場所づくり事業』を『地域子ども教室推進事業』に修正。

�「中学校セカンドスクールの推進」＝１８～１９年度拡充�１８・１９年度とも
推進
�「民間人校長等の任用」＝１８～１９年度副校長任用の検討・任用�１８・１９年
度とも副校長任用の検討
�「未就園児への教育支援」の『子育て読本の発行・活用』＝１７年度編集・発
行�１７年度検討
�「図書館情報化の推進」の『利用者用インターネットパソコン』＝１７年度
設置３台�１７年度設置５台
�「図書館業務への民間活力の導入」の『図書館の業務委託』＝１８～１９年度
の実施�１８年度新規１館、１９年度新規２館
�「文化財保護ボランティアの育成・活用」の『文化財保護ボランティアの
育成』＝１７年度検討�１７年度フォロー研修実施

事
業
量
変
更

杉並区教育ビジョン推進計画を
策定しました

――問い合わせは、教育委員会事務局庶務課へ。

●　素案へのご意見ありがとうございました　●

　教育委員会は、杉並区教育ビジョン推進計画（素案）を公表し、「広
報すぎなみ」１７年１１月１日号で区民等の意見提出手続きに基づき、皆
さんの意見をうかがいました。
　その結果、個人２５件、団体３件のご意見をいただきました。いただ
いたご意見の主な内容と、ご意見に対する区の考え方は、表１のとお
りです。１８年度中に見直しを行うことと、１８・１９年度の事業量を明示し
たほか、事業項目・事業量を表２のとおり修正のうえ、教育ビジョン
推進計画を定めました。
　教育ビジョン推進計画の全文といただいたご意見の概要、ご意見に
対する区の考え方は、教育委員会事務局庶務課（区役所東棟６階）、
区政資料室（区役所西棟２階）、区民事務所・分室、駅前事務所、図
書館でご覧になれるほか、区ホームページにも掲載します。　

　

い
つ
も
使
っ
て
い
る
言
葉
を

自
分
流
の
言
葉
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
作
品
を
一
ペ

ー
ジ
ず
つ
重
ね
て
「
杉
並
発
の

新
語
辞
書
」
を
一
緒
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

�
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学

校
高
学
年
〜　

歳
く
ら
い
ま
で

２０

の
方 

ハ
ガ
キ
（
左
図
参
照
）

で
、
３
月　

日（
必
着
）ま
で
に

１０

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
０
１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ

２２

３２

�
「
簡
易
製
本
」
体
験

　

応
募
作
品
の
コ
ピ
ー
を
使
っ

て
、
熟
語
辞
書
の
簡
易
製
本
を

し
ま
す
。

対
申

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

午
後
５
時
の
う
ち
一
時
間
程
度

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

�
特
別
企
画「
活
版
活
字
」体
験

　

活
字
を
拾
い
、
組
み
、
印
刷
・

製
本
し
辞
書
を
作
り
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

午
後
４
時 

女
子
美
術
大
学
短

期
大
学
部
教
授
・
木
下
道
子
ほ

か 

三
〇
名（
抽
選
） 

無
料 

作
品
申
込
時
に
「
特
別
企
画
参

加
希
望
」
と
明
記 

見
学
は
自

由

☆

　
 

女
子
美
術
大
学
（
和
田
１

―　

―
８
） 

社
会
教
育
セ
ン

４９
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

時
費

申

時

師

定

費

申

他

場

問

〈ハガキ裏面（縦・横自由）〉

あなたの気になる熟語
例…四字熟語、擬態語（も

のの様子をあらわす言
葉）、新しく作った自
分だけの言葉など

その意味（１００文字以内）
上記に書いた言葉の意味
（自分流にでも可）を簡単に
書いてください。

そのままコピーし、「簡易製
本体験」の原稿として利用し
ます。住所、氏名（フリガナ）、
年齢（学年）、電話番号は表面
に記入してください。

子
ど
も

読
書
活
動
推
進 

熟
語
辞
書
作
り
体
験

熟
語
辞
書
作
り
体
験

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る

違
法
建
物
へ
の
区
の
対
応

　
　

違
法
建
物
へ
の
区
の
対
応

　

最
近
、
テ
レ
ビ
で
頻
繁
に

報
道
さ
れ
て
い
る
区
内
の
違

法
建
物
に
つ
い
て
、
区
は
、

　

年
の
秋
以
降
、
建
築
主
に

１７対
し
厳
し
く
指
導
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
に
は
、
多
く
の

建
築
基
準
法
違
反
が
あ
り
ま

す
が
、
最
も
違
反
の
あ
る
四

階
部
分
の
撤
去
を
１
月
末
ま

で
に
行
う
よ
う
建
築
主
に
求

め
実
行
さ
せ
ま
し
た
。
残
る

違
反
に
つ
い
て
も
、
速
や
か

に
是
正
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
近
隣
の
皆
さ

ん
の
不
安
解
消
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

こ
の
建
物
に
対
し
、
代
執
行

も
視
野
に
入
れ
、
断
固
た
る

措
置
を
と
り
ま
す
。

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

問

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万６６７１人（３４減）
　男　／２４万９７８８人（ ４減）
　女　／２６万６８８３人（３０減）
世帯／２８万０６８２　（４３増）

外
国
人
登
録

人口／１万０６３３人（４２減）
　男　／　　５２４５人（２１減）
　女　／　　５３８８人（２１減）
世帯／　　８６５７　（２８減）

１８年２月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万７３０４人（７６減）


